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聖書の表現方法の特徴は？  
聖書の表現方法の特徴について、エーリッヒ・アウエルバッハの『ミメーシス』から関連する洞察を引き出す
と、以下のような特徴が挙げられます。

1. 文学スタイルの統合性  

聖書は、古典文学に見られる「高いスタイル」と「低いスタイル」の厳格な分離を超えて、人間の全存在を包摂
する独特の文学スタイルを持っています。アウエルバッハは、聖書が「崇高」と「日常」を統合する新たな表現
方法を創造したと述べています。この点は、新約聖書におけるペテロの否認エピソードなどに明確に見られま
す。

2. 間接的かつ象徴的な表現  

アウエルバッハは、聖書の物語がしばしば間接的で、象徴的な深い意味を伴うと指摘しています。例えば、創世
記のアブラハムとイサクの物語では、出来事の描写が曖昧であり、明示されない部分が多くあります。読者は沈
黙や断片的な言葉から意味を読み取る必要があり、この曖昧さが特有の緊張感と深みを生み出しています。

3. 歴史的かつ時間的な深み  

聖書は、出来事を単なる時間の連続として描写するのではなく、それを歴史の全体像の一部として捉えます。例
えば、登場人物たちは過去と未来をその存在に内包し、特定の時代背景や神の計画の中で意味づけられていま
す。この点で、聖書の人物描写はホメロスの物語とは対照的であり、時間と存在の深みを持つとされています。

4. 解釈を必要とする表現  

聖書のテキストは、しばしば直接的な意味以上のものを含む「象徴的な解釈」を前提としています。アウエル
バッハはこれを「フィグラ（図像的）解釈」として説明しており、旧約聖書の出来事が新約聖書の出来事を予告
し、神の救済計画の一部として理解される構造を持つと述べています。

5. 普遍的でありながら具体的  



聖書は、普遍的な人間経験を描きながらも、具体的な場所、時間、状況に根ざしています。たとえば、新約聖書
のイエスの受難物語は、ローマ帝国という具体的な歴史的文脈の中で展開されますが、それが同時に全人類の救
済という普遍的テーマを語っています。

これらの特徴は、聖書を他の文学作品と際立たせ、その深遠な影響力を生み出す要因となっています。

 

それぞれ言及されている章はどこですか？  
エーリッヒ・アウエルバッハの『ミメーシス』における、聖書の表現方法に関連する洞察は、以下の章において
特に詳述されています。

1. 文学スタイルの統合性  

関連章: 第2章「フォルトゥナータ（Fortunata）」
この章では、新約聖書におけるペテロの否認（マルコによる福音書）が取り上げられ、古典文学の「高いス
タイル」と「低いスタイル」との違いを指摘しています。

2. 間接的かつ象徴的な表現  

関連章: 第1章「オデュッセウスの傷（Odysseus’ Scar）」
創世記のアブラハムとイサクの物語とホメロスの叙事詩『オデュッセイア』が対比され、聖書の物語が持つ
象徴性と暗示的表現について論じられています。

3. 歴史的かつ時間的な深み  

関連章: 第1章「オデュッセウスの傷（Odysseus’ Scar）」
聖書に登場する人物たちが、時間と歴史に深く根ざしている様子が、ホメロスの英雄たちとの比較を通じて
分析されています。

4. 解釈を必要とする表現  

関連章: 第8章「ファリナータとカヴァルカンテ（Farinata and Cavalcante）」
この章では、フィグラ的解釈（figural interpretation）が中心となっており、旧約聖書の出来事が新約聖書
の出来事を予告するという解釈手法が論じられています。

5. 普遍的でありながら具体的  

関連章: 第2章「フォルトゥナータ（Fortunata）」
この章では、福音書のエピソードが、具体的な歴史的文脈と普遍的なテーマを結びつける力を持つことが示
されています。

これらの章では、聖書の独自性を文学的視点から探究し、古代の他の文学作品との違いが浮き彫りにされていま
す。

エーリッヒ・アウエルバッハの『ミメーシス』における聖書の
表現方法の分析を、章ごとに詳しく解説します。

 



表現方法の分析を、章ごとに詳しく解説します。

第1章「オデュッセウスの傷（Odysseus’ Scar）」  

主題: 聖書と古典叙事詩の対比  

分析内容:

アウエルバッハは、ホメロスの『オデュッセイア』と創世記22章のアブラハムとイサクの物語を比較
しています。
『オデュッセイア』の特徴:

すべてが詳細かつ外面的に描写されており、背景や心理は完全に明示されます。
時間の流れは均質で、出来事が順序立てて描かれる。

創世記の特徴:

物語は簡潔で、必要最低限の情報のみが提供されます。
読者に解釈を委ねる「沈黙」と「暗示」が多く含まれており、深い象徴性がある。
時間と空間は曖昧にされており、神の計画や意図が物語の背後に感じられる。

文学的意義:

聖書は、現実の断片を通して、より深い意味を読者に提示する構造を持っています。
読者は物語の背景に神の意志を感じ取り、自身の精神的解釈に導かれます。

第2章「フォルトゥナータ（Fortunata）」  

主題: 高いスタイルと低いスタイルの統合  

分析内容:

新約聖書（マルコの福音書）におけるペテロの否認と、ローマ文学（ペトロニウスやタキトゥス）の
表現を対比しています。
ローマ文学の特徴:

社会的地位によるスタイルの分離が明確。
下層階級は基本的に軽視され、悲劇的な扱いを受けない。

福音書の特徴:

「高いスタイル」と「低いスタイル」の区別を破壊し、日常の中に深い悲劇性と崇高さを描き出
します。
ペテロは、低い社会的地位から高い使命に呼び出される人物として描かれ、彼の内面の葛藤が克
明に表現される。

文学的意義:

聖書は、神が低き者を高く引き上げるテーマを通じて、人間存在の全体像を捉えようとしています。
福音書は、地上的で平凡な出来事が神の働きによって世界的・永遠的な意義を持つことを示していま
す。



第8章「ファリナータとカヴァルカンテ（Farinata and Cavalcante）」  

主題: フィグラ的解釈（Figural Interpretation）  

分析内容:

フィグラ解釈は、旧約聖書と新約聖書の出来事を結びつける解釈手法です。
フィグラ解釈の原理:

旧約聖書の出来事は歴史的・実際的なものですが、それが新約聖書の出来事を予告し、成就しま
す。
両者の間には歴史的連続性と神学的象徴性があり、過去の出来事は未来の意味を予告する「影」
となります。

文学的応用:

アウエルバッハは、この手法を用いて、ダンテ『神曲』の特定の場面を分析し、神学的時間の超
越性と具体的な人間の物語がどのように融合するかを示しています。

文学的意義:

聖書の語りは、歴史的な現実と神の真理の間に橋を架け、時間を超えた視点を提供します。
この解釈法により、聖書のテキストは歴史的文脈を超越し、普遍的なメッセージを伝えます。

第17章「音楽家ミラー（Miller the Musician）」  

主題: 歴史的現実の表現の欠如（ドイツ文学との比較）  

分析内容:

聖書と異なり、ドイツ文学は歴史的現実の表現に乏しいとされています。
ドイツ文学の特徴:

地方性や伝統的価値観への執着があり、現実の社会変動を十分に描写できていない。
社会的混乱や変化を恐れる傾向が強い。

聖書との比較:

聖書は普遍的かつ歴史的現実を描きつつ、それを神の救済計画に組み込みます。
対照的に、19世紀ドイツ文学は変化に対応できず、過去への回帰が目立つ。

文学的意義:

聖書は、地上の現実を神学的視点から統一する能力を持つが、ドイツ文学はその現実感を欠いていま
す。
アウエルバッハは、聖書が現代文学に与えた影響を通じて、文学が現実をどう表現するかを問うてい
ます。

これらの章を通じて、アウエルバッハは聖書の独特な文学的構造が、古代から現代に至るまでの文学にどのよう
に影響を与えてきたかを明らかにしています。



7章の「アダムとエバ」では聖書の特徴をどのように取り扱って
いますか？

 

エーリッヒ・アウエルバッハの『ミメーシス』第7章「アダムとエバ」では、聖書の特徴が次のように論じられ
ています。

1. 物語の展開と対話形式  

この章では、中世の劇『アダムの神秘劇（Mystere d'Adam）』を取り上げています。この劇は、創世記の
物語をベースにした中世フランス語のリトゥルギカル・ドラマで、アダムとエバの堕罪が主題です。
特に注目されるのは、アダムとエバ、そして悪魔（蛇）の間の対話です。創世記にはない詳細な台詞や心理
描写が追加されており、これは聖書の記述を脚色することでよりドラマチックにしています。

2. 聖書と中世文学の対比  

アウエルバッハは、創世記の簡潔な記述（例えば、エバが蛇の誘惑を受け、アダムに実を渡すという描写）
と、この中世劇の物語の膨らみを対比しています。
聖書の描写は象徴的で間接的な意味を持ち、読者の解釈を必要とするのに対し、中世劇は視覚的で直接的な
表現を強調しています。このような違いは、聖書が示す「沈黙」の力と、中世のドラマが目指す「劇的効
果」の違いを明示しています。

3. 時間と普遍性の扱い  

聖書は、物語の中で時間を超越した視点を提示します。例えば、アダムが原罪を犯した瞬間、すでに未来の
救済（キリストの到来）を予見しているという描写があります。この視点は、神の視点における「すべての
時代が同時に存在する」という特徴を反映しています。
この中世劇でも、キリストの到来を予告する預言者たちが登場し、聖書のフィグラ的解釈（旧約が新約を予
示する構造）を再現しています。

4. 崇高と日常の融合  

聖書の物語は、日常的でありながら崇高なテーマを描く能力を持っています。中世劇では、日常的な台詞と
行動が崇高な宗教的テーマに結びつけられています。これにより、聖書が持つ「高貴さと平凡さの融合」と
いう特徴が中世の文脈で再現されています。

結論  

第7章「アダムとエバ」では、聖書が持つ簡潔さと象徴性が、後代の中世劇でどのように解釈され、再構成され
たかが分析されています。アウエルバッハは、この劇を通じて、聖書の表現が持つ普遍性とそれが後の文学に与
えた影響を浮き彫りにしています。

 

 

「エーリッヒ・アウエルバッハの『ミメーシス』



「エーリッヒ・アウエルバッハの『ミメーシス』
に見る聖書の表現方法の特徴」という短い論文を
書きたい

 

以下に「エーリッヒ・アウエルバッハの『ミメーシス』に見る聖書の表現方法の特徴」という論文の構成案を提
案します。これを基に執筆を進めてみてください。

エーリッヒ・アウエルバッハの『ミメーシス』に見る聖書の表
現方法の特徴

 

はじめに  

エーリッヒ・アウエルバッハの『ミメーシス』は、西洋文学における現実の表現を歴史的に分析した重要な
著作である。
聖書の文学的特性についても詳細に論じており、その表現方法が文学史に与えた影響を明らかにしている。
本稿では、『ミメーシス』における聖書の表現方法の特徴を、アウエルバッハの議論を参照しながら論じ
る。

1. 高いスタイルと低いスタイルの融合  

聖書は、古代文学で一般的だった「高いスタイル」と「低いスタイル」の分離を超越している。
第2章「フォルトゥナータ」では、新約聖書のペテロの否認のエピソードが取り上げられ、低い社会的地位
にある人物が深い悲劇性を持つ場面が描かれる。
聖書の物語は、人間の全存在を包括し、崇高さと日常性を同時に描き出すことができる。

2. 間接的かつ象徴的な表現  

第1章「オデュッセウスの傷」では、ホメロスの『オデュッセイア』と創世記の物語を対比している。
創世記では、登場人物の内面的な感情や動機がほとんど直接的に語られず、沈黙や断片的な記述が象徴的な
深みを生む。
読者は、このような表現を通じて、物語の背後にある神の意図を読み取ることが求められる。

3. フィグラ的解釈と時間の超越性  

聖書の表現は、時間と歴史を超越する視点を提供する。旧約聖書の出来事は、新約聖書における救済を予示
する役割を持つ。
第8章「ファリナータとカヴァルカンテ」では、フィグラ解釈が分析されており、聖書が持つ予表性（プロ
フェティックな構造）が文学的にも神学的にも深い意義を持つことを示している。
時間と空間を超えた普遍性が、聖書の物語を特異なものにしている。



4. 普遍性と具体性の両立  

聖書の物語は、普遍的なテーマを具体的な歴史的・地理的文脈の中で展開する。
第7章「アダムとエバ」では、創世記の物語が中世劇で再構成される例を通じて、聖書の持つ普遍的なメッ
セージ性が具体的な形で表現される様子が論じられている。
聖書は、具体的な人物や出来事を描写する一方で、読者に普遍的な人間性や神の意図を考察させる構造を持
つ。

おわりに  

『ミメーシス』を通じて、聖書の表現方法が持つ文学的特性と影響力が浮き彫りにされる。
聖書は、文学作品でありながら神学的メッセージを内包し、読者に解釈を求める独自のスタイルを確立して
いる。
アウエルバッハの分析は、聖書が文学史において果たした重要な役割を再認識させるものである。

 

 

はじめに  
エーリッヒ・アウエルバッハの『ミメーシス』は、文学における「現実の表現」を歴史的かつ比較文学的視点か
ら探求した、20世紀の文学批評の代表作である。この書物は、ホメロスの叙事詩からダンテ、シェイクスピア、
さらにはプルーストやウルフに至るまで、西洋文学の主要な作品を題材に、それぞれの時代が現実をどのように
描いてきたかを精緻に分析している。

その中でも特筆すべきは、聖書が持つ独特の表現方法に関する考察である。アウエルバッハは、聖書の物語が持
つ簡潔さ、象徴性、時間と歴史の超越性、そして崇高さと日常性の融合を、古典文学や中世文学との対比を通し
て明らかにした。特に、創世記や新約聖書に描かれるエピソードは、人間存在の根源的な問いと神の意志を深く
探る構造を持つと同時に、文学表現における新たな可能性を切り開いている。

本稿では、『ミメーシス』における聖書の表現方法の特徴を4つの観点から論じる。具体的には、「高いスタイ
ルと低いスタイルの融合」、「間接的かつ象徴的な表現」、「フィグラ的解釈と時間の超越性」、そして「普遍
性と具体性の両立」に焦点を当てる。これにより、聖書が文学表現としてどのような特性を持ち、それが西洋文
学全体にいかなる影響を与えたのかを明らかにする。

 

1. 高いスタイルと低いスタイルの融合  
エーリッヒ・アウエルバッハは『ミメーシス』第2章「フォルトゥナータ」で、聖書の物語が文学史において持
つ特異性を、「高いスタイル」と「低いスタイル」の融合という観点から考察している。この章では、新約聖書
におけるペテロの否認（マルコによる福音書14章66～72節）が題材として取り上げられる。



古典文学のスタイルの分離  

古典文学、特にホメロスやローマ文学では、「高いスタイル」は神々や貴族といった崇高な主題に用いら
れ、「低いスタイル」は庶民や日常的な事象に限定されていた。
例えば、タキトゥスの『年代記』では、兵士や下層階級の人物は軽視され、物語の核心には決して位置づけ
られない。こうした文学的伝統では、悲劇は崇高な登場人物にのみ許され、平凡な人々の日常生活は表現の
対象から排除されていた。

福音書におけるスタイルの統合  

一方で、新約聖書の記述では、日常的で低い地位にある人物が深い悲劇性や崇高さを担う。ペテロの否認の
物語はその好例である。

ペテロは単なる漁師という低い社会的地位にありながら、神の救済計画における重要な役割を果た
す。
彼の内面の葛藤、恐れ、そして後悔は、人間の普遍的な弱さと神の恵みを象徴しており、高い文学的
テーマとみなされる。

アウエルバッハは、この場面を「神が人間の低い存在に宿る」というテーマの具現化として評価している。
これはキリスト教的な思想が、文学表現においてどのように反映されたかを示す。

文学的意義  

聖書の表現方法は、崇高さと平凡さを統合することにより、人間存在の全体像を描き出す。
ペテロの否認の場面では、田舎の漁師が高貴な悲劇性を担う一方で、その葛藤は全人類に共通する
テーマとして普遍性を持つ。
これにより、聖書は単なる宗教的文書を超え、文学としての価値を獲得する。

西洋文学への影響  

聖書のスタイルの統合は、中世文学やその後のリアリズム文学に大きな影響を与えた。崇高なものと日常的
なものを混在させる手法は、ダンテやシェイクスピアなどの作品にも継承されている。
アウエルバッハは、このスタイルの融合が、文学表現の可能性を広げた重要な要因であると論じている。

 

2. 間接的かつ象徴的な表現  
エーリッヒ・アウエルバッハは『ミメーシス』第1章「オデュッセウスの傷」において、聖書の物語が持つ象徴
的な表現の力を、ホメロスの叙事詩と対比しながら考察している。アウエルバッハは、創世記22章のアブラハム
とイサクの物語が、文学的に間接的で象徴的なスタイルを持つ典型例であると論じる。

ホメロスとの対比: 直接性と詳細描写  

ホメロスの叙事詩は、すべての出来事や感情が明確かつ詳細に描写される。読者は、語られた物語をそのま
ま受け取ることができる。



例えば、『オデュッセイア』のオデュッセウスが古い傷によって正体を明かす場面では、登場人物の
動作や心理が具体的に描写され、物語全体が均一に照らされている。

一方、聖書の物語は、必要最低限の情報のみを提示し、余白を残すことで読者に深い解釈を促す。
創世記22章のアブラハムがイサクを捧げようとする場面では、登場人物の心理的な詳細は語られず、
行動が象徴的に描かれている。

象徴性の強調: 「沈黙」と「暗示」  

聖書の物語は、沈黙や断片的な記述を多用することで、背後にある神の意図や計画を読者が想像する余地を
残す。

アブラハムの試練において、彼の心情や疑念はほとんど記述されず、行動のみが記録される。この沈
黙が、神への信頼や人間の従順さというテーマを際立たせる。

アウエルバッハは、このような表現を「読者に強い解釈を要求する」と評価しており、聖書の物語が文学的
に独特な緊張感を生み出していると述べる。

時間と空間の曖昧さ  

聖書の物語では、時間や空間が具体的に規定されないことが多い。これにより、物語は特定の歴史的状況に
限定されず、普遍的な意味を持つようになる。

創世記22章では、物語の具体的な時刻や場所が曖昧にされているが、それがかえって読者に永遠性を
感じさせる。

アウエルバッハは、この時間的・空間的な曖昧さが、神の計画が人間の理解を超えるものであることを強調
していると解釈している。

文学的意義と影響  

聖書の間接的で象徴的な表現は、単なる物語としてではなく、神の意志を伝える「啓示」として機能してい
る。
このような表現方法は、後の中世文学や宗教的な劇作品においても継承され、現代文学に至るまで影響を与
えている。

例えば、中世の宗教劇では、聖書の象徴性を脚色しつつもその本質を再現している。

結論  

聖書の物語は、必要最小限の描写にとどめることで、読者自身が物語を解釈し、深い象徴性を読み取る余地
を与える。
アウエルバッハの分析は、この表現方法が聖書を文学史上特異なものにしている点を明らかにしている。

 

3. フィグラ的解釈と時間の超越性



3. フィグラ的解釈と時間の超越性  
エーリッヒ・アウエルバッハは、『ミメーシス』第8章「ファリナータとカヴァルカンテ」において、聖書が持
つフィグラ（比喩形象的）解釈の概念を中心に、時間を超越した物語の構造を分析している。フィグラ的解釈
は、聖書の物語が過去、現在、未来をつなぎ、人間の歴史を神の計画の中で一つに統合する手法である。

フィグラ的解釈の定義  

フィグラ的解釈は、旧約聖書の出来事や人物が、新約聖書の出来事や人物を予表する（プロフェティックに
示す）とする解釈方法である。

アウエルバッハによれば、この解釈は「最初の出来事が現実であり歴史的である一方で、未来の出来
事を象徴的に表現している」という特徴を持つ。
例えば、創世記のアブラハムがイサクを捧げる物語は、キリストの十字架上の犠牲を予表していると
解釈される。

旧約と新約の連続性  

聖書の物語は、単なる歴史の記録ではなく、神の救済計画を予見し、それを具現化する役割を果たす。
旧約の出来事は、それ自体が歴史的に重要でありながら、新約において成就される約束を含んでい
る。
例えば、出エジプト記の過越の祭り（ペサハ）は、キリストの受難と復活の出来事を象徴するものと
解釈される。

この連続性により、聖書は過去、現在、未来をつなぐ神学的な視点を提供している。

時間の超越性  

聖書の物語では、時間が単なる直線的なものではなく、過去が未来を予表し、未来が過去を完成させる循環
的な構造を持つ。

アウエルバッハは、この時間構造がフィグラ的解釈の中心的な要素であると指摘している。
例えば、イエス・キリストの復活は、旧約の多くの出来事の完成として位置づけられ、その出来事自
体が歴史を超えた普遍的な意味を持つ。

具体例: ダンテ『神曲』におけるフィグラ的構造  

アウエルバッハは、聖書のフィグラ的解釈が後世の文学にも影響を与えていることを示す。
『神曲』では、地獄、煉獄、天国の物語が、過去、現在、未来を同時に内包する形で展開される。
地獄にいるファリナータとカヴァルカンテの描写は、彼らが生きた過去と彼らの運命の永遠性を結び
つけている。
ダンテのスタイルは、聖書に由来するフィグラ的解釈を継承し、それを文学的に昇華している。



文学的意義と普遍性  

聖書のフィグラ的解釈は、時間を超越し、神の意志を歴史の中で具現化する文学的な手法である。
この構造により、聖書は単なる歴史の記録ではなく、読者に普遍的な救済の物語を提示する。
アウエルバッハは、この解釈が西洋文学全体に与えた影響を高く評価している。

結論  

フィグラ的解釈は、聖書が過去、現在、未来を一つに結びつける方法であり、時間を超越した視点を提供す
る。
この解釈は、文学表現の枠を広げ、後世の文学においてもその影響が見られる。

 

4. 普遍性と具体性の両立  
エーリッヒ・アウエルバッハは『ミメーシス』第7章「アダムとエバ」において、聖書が持つ普遍性と具体性を
同時に兼ね備える表現方法を分析している。この章では、創世記のアダムとエバの物語が中世文学や宗教劇にど
のように再解釈されてきたかを通じて、聖書の文学的特性が論じられている。

具体性の特徴: 個別的かつ人間的な物語  

聖書は、具体的な時間、場所、人物を描写することで、特定の歴史的・文化的背景に根ざした物語を提供し
ている。

例えば、創世記のアダムとエバの物語は、エデンという特定の場所で展開され、禁じられた果実を食
べるという具体的な行動を通じて、堕罪のテーマを描いている。

この具体性により、聖書の物語は読者に親近感を与えると同時に、現実の出来事として受け入れられる。

普遍性の特徴: 神学的テーマと全人類への適用  

聖書の物語は、特定の人物や出来事を通じて、全人類に共通する普遍的なテーマを描いている。
アダムとエバの物語では、原罪や人間の自由意志、善悪の知識といった哲学的・神学的テーマが中心
となっている。
これらのテーマは、時代や文化を超えて人間の本質に関わるものであり、普遍性を持つ。

アウエルバッハは、この普遍性が聖書の物語を特別な文学作品として位置づけていると指摘する。

中世劇における再構成: 普遍性と具体性の融合  

第7章では、中世フランスの宗教劇『アダムの神秘劇（Mystère d'Adam）』が取り上げられている。この
劇は、創世記の物語を基にしながら、台詞や舞台演出によって具体性を強調している。



例えば、アダムとエバの葛藤や蛇の誘惑が詳細に描写され、観客に物語をより直接的に伝える。
一方で、この劇はキリストの到来や救済の予表を含むため、普遍的な神学的テーマが強調されている。
アウエルバッハは、このような中世劇の構造が、聖書の具体性と普遍性を融合する試みであると論じてい
る。

文学的意義: 具体性と普遍性の共存  

聖書の物語は、具体的な歴史的・文化的文脈に根ざしつつ、普遍的なメッセージを伝える点で特異である。
アダムとエバの物語は、原罪という普遍的テーマを具体的な出来事として描き、人間存在の根源的な
問いを提起している。

この表現方法は、文学史において多くの作家や劇作家に影響を与え、後世の作品においても具体性と普遍性
の両立が試みられている。

西洋文学への影響  

聖書が持つ具体性と普遍性の融合は、中世から現代に至る文学の基盤となった。
ダンテの『神曲』やシェイクスピアの作品では、具体的な人間像を通じて普遍的なテーマを描く手法
が受け継がれている。
アウエルバッハは、聖書が文学に与えたこの影響を「現実の表現の可能性を拡大するもの」と評価し
ている。

結論  

聖書は、具体的な物語を通じて普遍的なテーマを伝える能力を持ち、それが文学史において独自の地位を築
いている。
アウエルバッハの分析を通じて、聖書が持つ普遍性と具体性の両立が文学にどのような影響を与えたかを明
らかにすることができる。

 

おわりに  
エーリッヒ・アウエルバッハの『ミメーシス』は、聖書が文学における「現実の表現」においていかに独自の役
割を果たしてきたかを解明する重要な視点を提供している。本稿では、「高いスタイルと低いスタイルの融
合」、「間接的かつ象徴的な表現」、「フィグラ的解釈と時間の超越性」、そして「普遍性と具体性の両立」と
いう4つの特徴を通じて、聖書の文学的表現方法を考察した。

これらの分析から明らかになったのは、聖書が単なる宗教文書を超え、時代や文化を超えた普遍的なメッセージ
を具体的な物語として伝える力を持っているという点である。ホメロスや古典文学とは異なり、聖書は人間の日
常性と崇高さを統合し、沈黙や暗示を活用して読者に深い解釈を促す構造を持つ。また、フィグラ的解釈によっ
て時間や歴史を超越し、過去、現在、未来を一つの神学的枠組みに統合する手法は、後世の文学や文化に多大な
影響を与えてきた。



さらに、聖書が持つ具体性と普遍性の両立は、特定の歴史的文脈に基づきながらも全人類に共通するテーマを描
き出すという点で、文学的な可能性を大きく広げた。アウエルバッハが指摘するように、これらの特徴はダンテ
やシェイクスピア、さらには現代文学に至るまで影響を及ぼし、文学史の中で聖書が果たした役割の重要性を物
語っている。

聖書の表現方法を探求することは、西洋文学の根底にある思想や文化的価値を理解するための鍵となる。本稿で
示した議論が、聖書が文学史において持つ独自性や重要性を再考する一助となれば幸いである。
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